
様式１－１

１.フェーズ別の計画及び取組状況
フェーズ別の事業計画と取組状況、年度別の⾃⼰評価を記載してください。
当初計画から変更⼜は追加した取組がある場合は「取組状況」に取組を⾚字で記載してください。また、計画変更申請をした場合は「取組状況」に承認⽇を⾚字で記載してください。
計画の進捗の遅れや実施困難な事項がある等、⾃⼰評価が下位2つの場合には、課題（理由）とその対応を記載してください。計画通りに実施できており、その他課題がない場合に限り記載は不要です。
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　3年次以降に開講する専⾨教育科⽬においては、教育を担当する教員の4分の1は常に社会の現状を反映した教
育を⾏えるように実務家教員を配置することとし、この実務家教員の確保についてはICT推進に意欲的に取り組む企
業からクロスアポイント制度を利⽤して採⽤する。実務家教員として採⽤するデータ系技術者は福岡近郊のICT推進に
実績のある企業に所属する技術者を予定している。これら実務家教員が専⾨教育の重要科⽬を担当することで常に
現実社会のニーズを反映した専⾨技術者教育を進める教育課程の魅⼒を、⾼⼤連携やオープンキャンパスなど様々な
場⾯を通じて、⾼校⽣に伝えることで⼊学希望者の確保に繋げる計画である。また、実務家教員を中⼼とした教育陣
で学⽣のインターンシップおよび就職についても⽀援する体制を構築し、実社会と連携した教育と就職を特徴とする学
部学科の魅⼒を⾼校⽣に伝える。
　クロスアポイント制度の提携先となるICT推進企業から、①企業経営におけるデータ駆動型意志決定を⽀援する分
析技術を学ぶ「経営・データアナリティクス副専攻」科⽬群の専⾨科⽬担当者1名、②ヘルスケア産業におけるデータド
リブン改⾰を担う分析技術を学ぶ「ヘルスケア・データアナリティクス副専攻」科⽬群の専⾨科⽬担当者1名、③AI・機
械学習による分析モデル構築で課題を解決する分析技術を学ぶ「予測モデル・データサイエンス副専攻」科⽬群の専
⾨科⽬担当者1名、④情報セキュリティを担うホワイトハッカーたる分析技術を学ぶ「セキュリティ・データエンジニア副専
攻」科⽬群の専⾨科⽬担当者1名、の計4名をクロスアポイントにて採⽤し、実務家教員枠として配置する。クロスアポ
イント教員4名の内、半数以上を教授とすることで、⽐較的短期間で教員の⼊れ替わりを推進し、実社会の変化を敏
感に反映した専⾨教育がなされるように計画する。
企業や⾃治体と連携したPBL演習科⽬を専⾨応⽤科⽬として導⼊する副専攻の全てに取り⼊れ、企業や⾃治体の
課題を具体的に解決する課程を学び取る授業を展開する計画である。これら企業や⾃治体と連携したPBL演習科⽬
を展開するためにも、その基盤となる産学官連携を推進する場として設置予定の共同研究施設（⾼速⼤容量通信や
スパコンの共同利⽤設備を擁する）を⽤いた地⽅⾃治体との連携の仕組みを構築する計画である。
グローバルにデジタル化が進む現在、海外⼤学と連携した教育研究の推進は不可⽋であり、単位互換制度の充実や
交換留学プログラムの充実を図るため⼤学間交流を進める計画である。また、⽇本でも徐々に認知度が⾼まってきた
MOOCs（Massive Open Online Courses）に参画することでこれらプラットフォームを介して⼤学・企業と広く連携
して授業や講座を構築し、インターネットを通じてオンライン配信することを計画している。参加するMOOCsとして、2019
年9⽉現在で196の⼤学・企業と提携し3,751の講座と16の学位を提供しているCourseraを検討している。
　⼊学者は、⽂系・理系を問わず、また普通⾼校のみではなく、商業⾼校や⼯業⾼校の卒業⽣が⼊学できる⼊試科
⽬の設定、選抜⽅法を採⽤する計画である。⼥⼦学⽣の確保の⾯でも、データサイエンス学科の教育内容を⾼等学
校に周知する広報の取り組みに注⼒し、⽂系・理系の別がない教育プログラムであることの理解を深める広報を⾏う。
⼊学者の内、⾼等学校の学習において数学等の履修が不⾜する学⽣に対してはこれらを補完する基礎的授業を初
年度の前期に集中して開講し、⼤学の講義に問題なく参加できるように対処する。また、⾼⼤連携、出前講座、オープ
ンキャンパス（対⾯開催およびネット開催）を通じて、データ駆動型社会においてデータエンジニア、データアナリスト、
データサイエンティストがどのような役割を担ってそれぞれの職場で働くのかについて、正しい職業イメージの定着を図る計
画である。
　リカレント講座を定期的に開設して社会⼈のリスキリングを⽀援し、また、社会⼈⼊試を導⼊して社会⼈学⽣の受け
⼊れを強化する計画である。留学⽣の受け⼊れについてはとくに注⼒する考えで、中でも近隣アジア諸国からの留学⽣
受け⼊れについてはできるだけ早期に進める計画で、教員候補者らのこれまでの留学⽣⽀援実績を基盤として具体的
な対象国を絞った効果的な留学⽣受け⼊れプログラムを構築し、教員候補者のコネクションを活⽤した海外広報を展
開する計画である。
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　フェーズ２では、令和７年4⽉に博多⼤学データサイエンス学部（建設予定地︓福岡市博多区）を開設して収容
定員640名を迎え⼊れるために、令和６年９⽉から既存施設（3050㎡）の改修を⾏うとともに新学部校舎
（4800㎡）の建築を開始する。令和６年12⽉に既存施設の教養教育校舎の整備を終えて翌年4⽉の新⼊学⽣
160名を受け⼊れる。令和8年４⽉には新⼆年⽣を含めて全員を新学部校舎に受け⼊れる。新学部校舎には、授
業・演習のための講義室・演習室・教員室・事務室、学⽣の福利厚⽣に必要な⾷堂も設置する。また、データサイエン
ス教育に必要なデジタル教育機器類とともに、ICTパソコン室などの整備を充実させる予定である。

令和 6年 4⽉ データサイエンス学部開設予定（⼊学定員160名、理学関係）

フ
ェ
#
ズ
２

開設
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学校種

リストから選択してください。

リストから選択してください。

⾃⼰評価、課題（理由）とその対応

【３】計画を⼗分に実施している。

事業計画名 博多⼤学（仮称） 学部の新設私⽴ 福岡県都道府県

⼤学・⾼専機能強化⽀援事業（⽀援１︓学部再編等による特定成⻑分野への転換等に係る⽀援）
実施状況報告書

選定年度
⼤学名

令和5年度
博多⼤学

設置等組織名 博多⼤学（仮称）データサイエンス学部データサイエンス学科
⼤学

学校コード
設置区分

　

令和 5年10⽉27⽇ 博多⼤学データサイエンス学部データサイエンス学科 認可申請

リストから選択してください。

リストから選択してください。

　

リストから選択してください。

　

令和 5年10⽉ 博多⼤学データサイエンス学部データサイエンス学科 設置認可申請予定

事業計画 取組状況

認可申請
⼜は届出

事業期間

　第4次産業⾰命が世界で進む中、我が国はデータ駆動型社会（データがつながり活⽤されることで技術⾰新・⽣産
性向上・技能伝承などの課題が解決されて持続発展する社会）であるSociety5.0を⽬指しているが、これを⽀える
デジタル⼈材が全ての産業で不⾜している。また、少⼦⾼齢化の進展で医療・福祉への国費負担が加速する我が国
においては、ヘルスケア産業の合理化・省コスト改⾰を担うデジタル⼈材供給はとくに急がれる。求められている主なデジ
タル⼈材として、データエンジニア、データアナリスト、データサイエンティストが挙げられる。我が国および欧⽶の⼈材ニーズ
を踏まえ、持続的な供給不⾜が⾒込まれる①企業経営におけるデータ駆動型意志決定を⽀援する経営・データアナリ
スト、②ヘルスケア産業におけるデータドリブン改⾰を担うヘルスケア・データアナリスト、③AI・機械学習による分析モデル
構築で課題を解決する予測モデル・データサイエンティスト、④情報セキュリティを担うホワイトハッカーたるセキュリティ・デー
タエンジニア、の養成を⽬的にデータサイエンス学部を擁する新⼤学設置を計画した。
　新たに⼤学、学部を設置する場所として、九州の経済の中⼼地である福岡市内の博多を選定した。博多は九州の
企業の多くが本社ないし⽀店を設置し、「特定成⻑分野の⼈材を必要としている企業等」が集積している地域である。
⼤学設置の認可を受けた後は、事業家として地元で⾼く評価されている理事⻑候補者が地元企業と本設置構想に
関する協議を進め、本構想学部の教育で予定する企業と学⽣のマッチングにも役⽴つ企業へのインターンシップ学⽣派
遣に関する協⼒協定の締結先を広げていく計画である。また、設置予定の共同研究設備を⽤いた地⽅⾃治体との連
携の仕組みを構築したいと考えており、九州地⽅とくに福岡近隣地域における中⼩規模の⾃治体のDx化を⽀援する
ために施設設備（⾼速⼤容量通信やスパコンの共同利⽤設備）を開放して共同活⽤することで、データドリブンの地
域社会作りに努⼒する⾃治体⾏政システムのDx化に貢献したいと考えている。さらに、地域の産業界および⾃治体と
の連携を深め、卒業⽣の地域就職を⽀援して、地⽅創⽣に資する⼤学となることを⽬指している。令和5年6⽉より新
⼤学・学部の校舎建築（増築する新棟、改築する既存棟）に関する設計作業を進めている。
　産業界において戦⼒となる⼈材を育成するためのカリキュラムの策定を⾏なっている。様々な産業界で実務を担える⼈
材となるための教育プログラムを準備する計画である。教育プログラムの⼤きな特徴の⼀つとして、主専攻＆副専攻制
度を設定する。データサイエンス系知識・技術を修得するための60単位からなる主専攻（データサイエンス基盤科⽬
群）を必修科⽬として履修した後、3年後期より専⾨分野のデータ解析技術を修得するための20単位からなる副専
攻（専⾨の実践演習科⽬群）を⼀つ以上履修する制度を採⽤する。副専攻として、①企業経営におけるデータ駆
動型意志決定を⽀援する分析技術を学ぶ「経営・データアナリティクス副専攻」、②ヘルスケア産業におけるデータドリブ
ン改⾰を担う分析技術を学ぶ「ヘルスケア・データアナリティクス副専攻」、③AI・機械学習による分析モデル構築で課題
を解決する分析技術を学ぶ「予測モデル・データサイエンス副専攻」、④情報セキュリティを担うホワイトハッカーたる分析
技術を学ぶ「セキュリティ・データエンジニア副専攻」を準備する。
なお、⼤学の新設に伴う認可申請は、令和５年1０⽉に⾏う予定である。
　11⽉以降には新⼤学・学部の校舎整備に向けた既存棟改修と新棟建築の詳細設計を⾏う計画である。
　⼊学者選抜は、⾼校における⽂系・理系を問わず、志望動機および学習意欲の強さを⾼く評価する。そのため、⼊学
時に⾼校の授業を補完する初学者⽤数理統計科⽬群を設定して、個別学習歴に対応する。認可後の学⽣募集に
おいて広く広報するために、広報活動に⼒を⼊れる。

令和   ５年   １⽉　　（⼀社）考働経営研究所による新⼤学設置に関する検討・準備（校地・校舎の準備含
む）
令和   ５年   ５⽉　　博多⼤学（仮称）設⽴準備委員会の設置
令和   ５年   ５⽉　　博多⼤学（仮称）および学校法⼈博多⼤学（仮称）の設置認可申請の準備作業
令和   ５年   ５⽉　　フェーズ１計画への申請
令和   ５年   ６⽉　　新⼤学・学部の校舎建築（増築する新棟、改築する既存棟）に関する設計作業
令和   ５年１０⽉　　博多⼤学（仮称）および学校法⼈博多⼤学（仮称）の設置認可申請
令和   ５年１１⽉　　新⼤学・学部の校舎整備に向けた既存棟改修の詳細設計
令和   ６年   １⽉　　新⼤学・学部の校舎整備に向けた新棟建築の詳細設計
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様式１－２

２.申請資格の確認
該当しない場合は、チェックしてください。

ⅰ） 学⽣募集停⽌中の⼤学
■ チェック

ⅱ） 学校教育法第109条の規定に基づき⽂部科学⼤⾂の認証を受けた者による直近の評価の結果、「不適合」の判定を受けている⼤学
■ チェック

ⅲ） 「私⽴⼤学等経常費補助⾦」において、定員の充⾜状況に係る基準以外の事由により、前年度に不交付⼜は減額の措置を受けた⼤学
■ チェック

ⅳ） 設置計画履⾏状況等調査において、「指摘事項（法令違反）」が付されている⼤学
■ チェック

ⅴ） ⼤学、短期⼤学及び⾼等専⾨学校の設置等に係る認可の基準（平成15年⽂部科学省告⽰第45号）第２条第１号⼜は第２号のいずれかに該当する者が設置する⼤学
■ チェック

３.申請要件の取組状況
令和5年度 の取組が当初の計画通りに進んでいる、⼜はチェック項⽬に該当する場合はチェックしてください。計画通りに進んでいない、⼜はチェック項⽬に該当しない場合は右欄に課題（理由）とその対応を記載してください。

①

□ チェック

■ チェック

②

■ チェック

③

■ チェック

④

■ チェック

⑤

■ チェック

⑥

■ チェック

⑦

■ チェック

⑦

■ チェック

⑧

■ チェック

⑨

■ チェック

⑩

■ チェック

⑪

■ チェック

計画通りに進んでいる

フェーズ３の助成期間終了時までに、⼤学全体の外部資⾦獲得額を申請時点の平均（過去５年
間の中央値３年分の平均）に本事業による⽀援額の2.5％を上乗せした⽔準以上とする計画であ
ること。

⼤学の総収容定員充⾜率（在籍学⽣数の収容定員に対する割合）について、計画の対象となる
学部等の設置等に係る設置認可申請⼜は届出までに80％を満たす計画であること。

計画通りに進んでいる

学部⼜は学科の設置を⾏う場合、地域における特定成⻑分野の⼈材を必要としている複数の企業
等と設置構想に関する事前協議を⾏う計画であること。

計画通りに進んでいる、⼜は設置等を⾏った

計画通りに進んでいる

社会において具体的な⼈材ニーズが現に存在する、⼜は、その⼗分な⾒通しのある分野に係る学部
等の設置等に取り組む計画であること。

⼊学定員が20名以上増加する計画であること。

計画通りに進んでいる

事業計画の選定があった⽇から４年を経過する⽇を含む年度の末⽇までに、計画の対象となる学部
等の設置等を⾏うことを⽬指す計画であること。（本事業の申請時に既に設置認可申請⼜は届出を
⾏っている場合を除く。）

計画通りに進んでいる

計画通りに進んでいる

計画通りに進んでいる

特定成⻑分野に係る学部の設置等（学部若しくは学科の設置⼜は収容定員の増加）による組織
の変更を伴う学部再編等の計画であること。

計画の対象となる学部等において、実務経験のある教員等による授業科⽬を配置する計画となってい
ること。

特定成⻑分野の⼈材を育成するための戦略、適切な管理・教育体制や教育研究環境の整備を図
る計画となっていること。

計画通りに進んでいる

産業界を含む社会のニーズ等を踏まえ、学修⽬標の具体化、体系的な教育カリキュラムの編成及び
⼤学での学修に必要な資質・能⼒等を評価する⼊学者選抜が適切に実施され、そのための体制を
構築する計画となっていること。（その際、国際的な質保証の枠組みを活⽤するなど出⼝における質
保証にも⼗分留意することが重要。）

計画通りに進んでいる

令和5年度 ⼤学名 博多⼤学

計画通りに進んでいる

フォローアップ対象年度

該当無し

⾼等教育の修学⽀援新制度において、⼤学等における修学の⽀援に関する法律（令和元年法律
第８号）に基づき、財務状況や収容定員充⾜率が適正であることを含めた要件を満たすことの確認
を受けた⼤学であること。なお、新設予定の⼤学で、応募時点において、⾼等教育の修学⽀援新制
度における要件確認の対象に該当しないものは、本要件は適⽤されない。

確認の対象に該当しない

該当無し

該当無し

確認を受けている

該当無し

該当無し

⼗分な学⽣確保の⾒通しを備えた計画となっていること。



令和5年度 ⼤学名 博多⼤学フォローアップ対象年度

⑫

■ チェック

⑬

■ チェック

⑭

■ チェック

４.審査要項における確認項⽬の計画及び取組状況
令和5年度 の取組実績を記載し、申請時に選択した項⽬にチェックを⼊れた計画を記載してください。取組実績は会社名や⼤学名、定量的なデータ等を⽰し具体的に記載してください。検討中であっても状況を記載してください。
計画の進捗の遅れや実施困難な事項がある場合には、課題（理由）とその対応を記載してください。計画通りに実施できており、その他課題がない場合に限り記載は不要です。

【A︓連携を通じた教育体制の整備と実施】（連係開設科⽬等に限らない）
■ チェック a.企業や⾃治体と連携した科⽬（PBL等）の整備・実施
□ チェック b.関連分野に強みを持つ地域の他⼤学と連携した科⽬の整備・実施
■ チェック c.関連分野に強みを持つ海外⼤学との連携（連携した科⽬や交換留学プログラムの整備・実施等）

【B︓多様な⼊学者の確保に向けた取組】
■ チェック a.⼊学者選抜における科⽬の⾒直し
■ チェック b.⼥⼦学⽣の確保（志願者数増）に向けた取組
■ チェック c.地域の初等中等教育段階の学校との連携（出張授業の実施等）
■ チェック d.社会⼈学⽣の受⼊れ強化に向けた取組（リカレント・リスキリングへの対応）
■ チェック e.留学⽣の受⼊れ強化に向けた取組

課題（理由）とその対応
⽂系・理系を問わず、また普通⾼校のみではなく、商業⾼校や⼯業⾼校の卒業⽣が⼊学できる⼊試
科⽬の設定、選抜⽅法を採⽤する計画である。⼥⼦学⽣の確保の⾯でも、データサイエンス学科の教
育内容を⾼等学校に周知する広報の取り組みに注⼒し、⽂系・理系の別がない教育プログラムである
ことの理解を深める広報を計画している。また、⾼⼤連携、出前講座、オープンキャンパス（対⾯開催
およびネット開催）を通じて、データ駆動型社会においてデータエンジニア、データアナリスト、データサイ
エンティストがどのような役割を担ってそれぞれの職場で働くのかについて、正しい職業イメージの定着を
図る計画である。リカレント講座を定期的に開設して社会⼈のリスキリングを⽀援し、また、社会⼈⼊試
を導⼊して社会⼈学⽣の受け⼊れを強化する計画である。留学⽣の受け⼊れについてはとくに注⼒す
る考えで、中でも近隣アジア諸国からの留学⽣受け⼊れについてはできるだけ早期に進める計画で、
教員候補者らのこれまでの留学⽣⽀援実績を基盤として具体的な対象国を絞った効果的な留学⽣
受け⼊れプログラムを構築し、教員候補者のコネクションを活⽤した海外広報を展開する計画である。

⽂系・理系を問わない⼊試科⽬の設定と普通⾼校のみではなく、商業⾼校や⼯業⾼校の卒業⽣が⼊学できる選
抜⽅法を策定して設置認可申請を⾏なった。
⼤学の認知度を上げるための広報活動の⼀環として、⼤学の概要を⽰したパンフレットを作成するなど、広報媒体
の製作に取り組んでいる。
実際の広報活動としては、福岡県内および隣接県にある⾼校を訪問し、丁寧な⼤学の説明を実施している。⽂
系・理系を問わない学部であることと教育内容の周知を⾏なう活動を進めている。なお、設置認可後は速やかに九
州全域の⾼校を訪問し、⼤学の認知度を上げることを計画している。また、⾼⼤連携、出前講座、オープンキャンパ
ス（対⾯開催およびネット開催）を通じて、データ駆動型社会においてデータエンジニア、データアナリスト、データサ
イエンティストがどのような役割を担ってそれぞれの職場で働くのかについて、正しい職業イメージを⾼校⽣に伝えるた
めの活動を継続的に実施する計画である。
リカレント講座を開講するための校舎整備は概ね完了した。また、近隣アジア諸国からの留学⽣受け⼊れについて
は、近隣⽇本語学校との連携を進めている。

取組実績、進捗状況
4つの専攻領域の内容に特化したPBL演習科⽬を取り⼊れ、企業や⾃治体の課題を具体的に解決する課程を
学ぶカリキュラムを策定し、認可申請を⾏なった。なお、教育の充実や研究の推進に必要な設備として、⾼速⼤容
量通信やコンパクト・スーパーコンピュータの導⼊を含んだ申請である。
⼤学設置認可後は、単位互換制度の充実や交換留学プログラムの充実を図るため、⼤学間交流を進める計画を
検討していく。具体的にはMOOCsに参加することも検討し、プラットフォームを介して⼤学・企業と広く連携して授業
や講座を構築し、インターネットを通じてオンライン配信することを計画している。

申請時の計画
企業や⾃治体と連携したPBL演習科⽬を専⾨応⽤科⽬として導⼊する副専攻の全てに取り⼊れ、
企業や⾃治体の課題を具体的に解決する課程を学び取る授業を展開する計画である。これら企業や
⾃治体と連携したPBL演習科⽬を展開するためにも、その基盤となる産学官連携を推進する場として
設置予定の共同研究施設（⾼速⼤容量通信やスパコンの共同利⽤設備を擁する）を⽤いた地⽅
⾃治体との連携の仕組みを構築する計画である。
グローバルにデジタル化が進む現在、海外⼤学と連携した教育研究の推進は不可⽋であり、単位互
換制度の充実や交換留学プログラムの充実を図るため⼤学間交流を進める計画である。また、⽇本で
も徐々に認知度が⾼まってきたMOOCs（Massive Open Online Courses）に参画することでこ
れらプラットフォームを介して⼤学・企業と広く連携して授業や講座を構築し、インターネットを通じてオン
ライン配信することを計画している。参加するMOOCsとして、2019年9⽉現在で196の⼤学・企業と
提携し3,751の講座と16の学位を提供しているCourseraを検討している。

申請時の計画 取組実績、進捗状況

課題（理由）とその対応

⽂部科学⼤⾂から国際卓越研究⼤学として認定を受け、⽀援を受けている⼤学でないこと。

認定を受けておらず申請する意向もない

選定された⼤学は、公募要領に定める申請要件を満たす質の⾼い教育等に向けた計画の具体化に
努めるとともに、その進捗報告を⾏うこと。また、独⽴⾏政法⼈⼤学改⾰⽀援・学位授与機構法第
⼗六条の三に規定する助成業務の実施に関する⽅針（令和５年４⽉13⽇⽂部科学⼤⾂認
可）六（２）②に基づき機構が実施する会議に参加すること。

計画の具体化に努め進捗報告を⾏い、会議に参加した

計画の対象となる学部⼜は学科において、⾃⼤学以外の機関との連携を通じた教育体制の整備と
教育の実施及び多様な⼊学者の確保に向けた取組を⾏う計画であること。

計画通りに進んでいる



様式１－４

⼤学名   博多⼤学

１.本事業対象となる学部等の状況  

＜合計＞
年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

⼤区分 ⼩区分 項⽬ 単位

  学⽣の⼊学・在籍状況   春季⼊学    ⼊学定員 ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学者数 ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      社会⼈学⽣数 ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      留学⽣数 ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  その他の学期    ⼊学定員 ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学者数 ⼈ *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      社会⼈学⽣数 ⼈ *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      留学⽣数 ⼈ *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  ⼊学者合計    ⼊学定員(A) ⼈ *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

   ⼊学者数(B) ⼈ *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

      社会⼈学⽣数 ⼈ *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

      留学⽣数 ⼈ *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

   ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  収容定員等    収容定員(C) ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      編⼊学定員 ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   在籍者数(D) ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      編⼊学者数 ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   収容定員充⾜率（D/C） 倍 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  卒業後の状況   卒業者数    卒業者数 ⼈ *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  教員の状況   実務経験のある教員
の参画    教員数 ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   授業科⽬の単位数 単位 *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE



⼤学名   博多⼤学
本事業対象となる学部等の個数 1

１.本事業対象となる学部等の状況

＜内訳＞

(1) 改組内容

学部学科名

年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度
改組状況 選定 　

⼤区分 ⼩区分 項⽬ 単位

  学⽣の⼊学・在籍状況   春季⼊学    ⼊学定員 ⼈ *** ***

   ⼊学者数 ⼈ *** ***

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ *** ***

      社会⼈学⽣数 ⼈ *** ***

      留学⽣数 ⼈ *** ***

  その他の学期    ⼊学定員 ⼈ *** ***

   ⼊学者数 ⼈ ***

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ ***

      社会⼈学⽣数 ⼈ ***

      留学⽣数 ⼈ ***

  ⼊学者合計    ⼊学定員(A) ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学者数(B) ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      社会⼈学⽣数 ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      留学⽣数 ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  収容定員等    収容定員(C) ⼈ *** ***

      編⼊学定員 ⼈ *** ***

   在籍者数(D) ⼈ *** ***

      編⼊学者数 ⼈ *** ***

   収容定員充⾜率（D/C） 倍 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  卒業後の状況   卒業者数    卒業者数 ⼈ ***

  教員の状況   実務経験のある教員
の参画    教員数 ⼈ *** ***

   授業科⽬の単位数 単位 *** ***

学部の新設

データサイエンス学部データサイエンス学科



⼤学名   博多⼤学

２.理・⼯・農学分野の学位を授与できる学部等（学⼠課程）の状況
年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

⼤区分 ⼩区分 項⽬ 単位

  学⽣の⼊学・在籍状況   春季⼊学    ⼊学定員 ⼈ *** ***

   ⼊学者数 ⼈ *** ***

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ *** ***

      社会⼈学⽣数 ⼈ *** ***

      留学⽣数 ⼈ *** ***

  その他の学期    ⼊学定員 ⼈ *** ***

   ⼊学者数 ⼈ ***

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ ***

      社会⼈学⽣数 ⼈ ***

      留学⽣数 ⼈ ***

  ⼊学者合計    ⼊学定員(A) ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学者数(B) ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      社会⼈学⽣数 ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      留学⽣数 ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  収容定員等    収容定員(C) ⼈ *** ***

      編⼊学定員 ⼈ *** ***

   在籍者数(D) ⼈ *** ***

      編⼊学者数 ⼈ *** ***

   収容定員充⾜率（D/C） 倍 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  卒業後の状況   卒業者数    卒業者数 ⼈ ***

  教員の状況   実務経験のある教員
の参画    教員数 ⼈ *** ***

   授業科⽬の単位数 単位 *** ***



⼤学名   博多⼤学

３.⼤学（学⼠課程）の状況
年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

⼤区分 ⼩区分 項⽬ 単位

  学⽣の⼊学・在籍状況   春季⼊学    ⼊学定員 ⼈ *** ***

   ⼊学者数 ⼈ *** ***

  その他の学期    ⼊学定員 ⼈ *** ***

   ⼊学者数 ⼈ *** ***

  ⼊学者合計    ⼊学定員(A) ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学者数(B) ⼈ *** *** TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  収容定員等    収容定員(C) ⼈ *** ***

      編⼊学定員 ⼈ *** ***

   在籍者数(D) ⼈ *** ***

      編⼊学者数 ⼈ *** ***

   収容定員充⾜率（D/C） 倍 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

４.外部資⾦の状況（全学）

年度 R1年度 R2年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度

改組状況 選定­5年 選定­4年 選定­3年 選定­2年 選定­1年 選定

項⽬ 単位

外部資⾦獲得額 千円 0 0 0 0 0 0

項⽬ 単位

千円 0

千円 1,008,850

千円 25,221

特記事項

申請時点の外部資⾦獲得額平均
（過去5年間における各年度の外部資⾦獲得
額のうち最⼤額及び最⼩額を除いた残り3年分
の平均）(E)

本事業による助成⾦の額(F)

フェーズ３の助成期間終了時までに達成する額
(E+F×2.5％)




